東京書籍教科書  検討の観点と内容の特色

	書名・教番
	ライティング
PROMINENCE English Writing
	2東書･英W 025

	目

	観点
	特色・具体例

	1.内容の選択・程度


	*学習指導要領，教科の目標を達成するため必要な教材が適切に用意されているか

*基礎的･基本的事項の理解や習得のため適切な配慮がなされているか
	○全体が5つのユニットに分かれており，「自分について書く」から始まり「社会について書く」まで，同心円状にトピックが広がるように構成されている。
○文法事項の取り上げ方も適切である。中学校での既習事項も含め，「書く」ために必要な文法事項を全レッスンに渡って学習できるようになっている。
○文法およびトピックに関する全体の配列の見取り図を巻頭の「本書学習のロードマップ」に示すなど学習者と指導現場の実態に適切に配慮されている。

	2.組織･配列･

分量
	*内容の組織･配列は，学習指導を有効に進められるように考慮されているか

*分量は学習指導を有効に進められるように考慮され･精選されているか
	○レッスン数はPart 1が20，Part 2が15の合計35レッスンであり，2・3学年で各2単位ずつの場合，2学年でPart 1を，3学年でPart 2を指導できるよう配慮されている。

○各レッスンは，Target Paragraphを中心にExpression Expansion（表現の演習），Grammar Expansion（文法の演習），Exercises（表現・文法の融合演習）の順に編集されており，適度に反復練習を行いながら効率的に学習できるよう配慮されている。また，Part 2からは上記に加えて， Pre-writing ActivityやWrite on Your Ownなど，パラグラフ・ライティングを意識した活動を中心に，機能的に授業展開ができるよう配慮されている。

	3.表記･表現及び使用上の便宜


	*学習意欲を高めるための配慮がなされているか

*用語･記号の取り上げ方や記述のしかたは適切か

*印刷の鮮明さ，活字の大きさ，行間，製本などは適切か
	○投げ込みコーナー「EASY E-mail」では，生徒にとって最も身近なEメールライティングについての解説が充実しており，生徒が独学でも学習できるように配慮されている。
○巻末資料「Writing Resources」では，各レッスンのトピックに応じた単語や熟語，例文が充実しており，生徒が自主的に「書く」意欲を高めるために適した資料である。

○用語･記号は統一されており，記述の仕方も適切である。

○活字は鮮明で美しく，各レッスンのトピックに関する写真も鮮明で効果的である。製本も堅牢である。

	4.総合所見


	*上記観点からみた，全体的・総合的な当教科書の特徴
	○2, 3学年に渡る分割履修に見合った指導時間数を考慮し，生徒の実態と現状に合わせて無理なく授業が進められるようになっている。


